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月 21

香芝市議会議長 川 田 裕 様

香芝市長 ネ畠岡

回 答 書

今和4年 1月 14日付けで香芝市議会基本条例に基づき質問のあったことについて、下記のとおり

回答いたします。

(|) 水道法における基準の遵守について

昭和 32年に、水道の公衆衛生の向上及び生活環境の改善に寄与することを目的として水道法力滞J
定された。その第 5条は水道施設、第 16条は給水装置について規定している。技術的細目について

は「水道施設の技術的基準を定める省今 (平成 12年厚生省今第 15号 )」 及び「給水装置の構造及び

材質の基準に関する省今 (平成9年厚生省今第 14号)」で規定されている。これらの省今中に浸出基

準が定められる中、製品を評価するための試験方法の詳細については告示中に示され、日本水道協会

規格 鰤帖 規格)に も資機材や給水装置の浸出基準及び試験方法も定められている。

香芝市民が飲料等を行う水道水は、上記の規格の遵守により安全安だな水道水の供給を可能とする

ことから、その確認は重要かつ適切に行わなければならない。水質汚染事故を防止するためにも、基

準に適合した製品を使用し、設置後も定期的な点検など 日常の維持管理を的確に行うこと力ヽ 安全

性と公衆衛生を確保するための手段として極めて重要である。そこでt以下に規格の確認について質

問を行う。

C 「水道施設の技術的基準を定める省今 (平成 12年厚生省今第 15号)」 中に示される資機材及
び給水装置に関する規格 鰤出規格)及び曼出基準について、全ての項目について、そのIIn性を

示されたい (規格外の材料使用も含む)。

2 「給水装置の構造及び材質の基準に関する省今 (平成9年厚生省今第 14号)」中に示される資
磋材及び給水装置に関する規格 鰤出規格)及び曼出基準について、全ての項目について、その適正

性を示されたい 0調ントの材料使用も含む)。

【
=答
】

三本水道協会規格御鵬 規格)は、水道事業で使用される資機材、薬品などの標準化を目的に公益
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社団法人日本水道協会が定めた団体規格てけ。

その目的は、水道水の安全 。安′この確保であり、規格毎に、適用範囲、使用される原材料等の組

成 。物′1虫 ,曼出性を始め、対象製品の仕様及び1生能等が二体として規定されています。

その言忍定要件は、該当する規格に定められた仕様及び性能を満たし、かつ品質管理体制が整備さ

れた製造場所であることとされています。認定に際しては、日本水道協会から検査員が派遣され

製品試験と共に品質管理体制の審査力Y子われ、適合性が認められると認定されます。

なお、製品を認定品として市場へ出荷するには、日本水道協会の検査員による実地確認わヾ必要で

あり、製品には適合の証として「水マーク (水の字を模した印)」 を表示する必要があります。

踏忍証登録品」の認定については、製品により区分され、その基準も水道法に示されている「水道

施設の技術的基準を定める省今」及び「給水装置の構造及び材質に関する省今」に基づく基本基準

となります。

各水道事業体においても、上記にて認定された資材を「水道施設の技術的基準を定める省今」

「給水装置の構造及び材質の基準に関する省今」、各省今の項目に適合しているものとし使用して

おります。

また、規格外の材料については、日本水道協会の規格に準拠して製造を行い、納品の際には、材

料成績表により安全性の確認を行った後に施ェしております。

③  Q及 び ② のinl性の確認について、その確認手法、項目数について示されたい。

【回答】

水道施設及罐 置の設置に伴い、使用資材の適正確認について、工事発注時には仕様書により

条件付けを行い、工事着手前には、受注者より提出された材料確認願により仕様についての確認を行

った後に材料の発注及び現場への搬人をいたします。

搬入された資材については、担当職員が材料検収を行い、仕様書に適合した材料である力＼ また洲MA

の認証を受けた資羽К
゛
あるかの確認を行っております。

(2) ネ惨越餅斗的 の不適切行為による日本水道協会品質認証の取得事案について

今和4年 1月 |1日及び 12日の日本水道協会 (硼Dホ ームページ (hllp:|IM_jv憫 .or.jの にお
いて、「神東塗料(株)の不適切行為による日本水道協会品質認証の取得事案について(21。 ||)、

92:|。 ② 」のトピックスが掲載されている。内容の概要てヽ ま、洲〃い規格認証塗料について不適切行

為により規格認証取得時に、同規格で規定されている訓験条件と異なる条件で得られた試験結果によ

り認証を取得したとされるもの等であり、既に製品の出荷を一日姜 並するなどの処置がとられている。

また安全性の評価等は調査中であるとされる。

これらの、神東塗料的 の不適切行為に係る香芝市水道局との関in性を質問する。



① 以下の脚MAの試験結果と異なる手法により、言礁正された疑いがある製品は、香芝市水道事業にお

いての使用実績とその数量、その他現時点で把握される詳細な情報を示されたい。

● 』叩A K139と は異なる条件で得られた試験結果により日本水道協会の認証を取得した疑いがあ

るもの

。クボタコートD♯ |∞ INT

・タイセイコート#139黒 。グレー ※
。クボタコートロ♯|∞ INT―LO※

・ニッチューコート喝虹題 グレー ※
・シントーコート曰廉

“

 グレー ※
② 洲帆K139に記載されていない原糀 γ史用されている疑いがあるもの
・クボタコートDip#300α秦:を除く)

。コスモコート#900
。シントーコート139

・クボタコート#41∞

。ダクタイル管外面補修用塗料

。タイセイコート#139黒・グレー ※

・クボタコート副#|∞ INTtO※

・ニッチューコート性#m00グレー ※
。ニッチューコートE#7000グレー

・シントーコートEM#800グレー ※
・シントーコート|'0)グレー

※●攀 複する製品あり

【回答】

本件について、規定と異なる試験条件での認証取得については2001年より行われており、香芝
市においても既に使用している管は多数存在します。しかし、既に竣ェ書類の保存年度を経過してい

る工事も有り、使用実績の把握が困難なものとなっております。

なお、現段階で不適切行為が疑われる資材のうち、日本水道協会では①臨時立会検査で不適切行為

がないと確認できたものについては、速やかに自粛要請を解除6②既存資料で安全1生が確認できたも

のについては、規格審議時に行った浸出試験成績表の既存の資料で安全性を確認できたものは、主要

水道事業者及び学識経験者等の意見を聞き、順次要請を解除。③その他のものについては、改めて日

本水道協会職員立会によるサンプリングを行った後、技術基準省今の全項目訓験を行い、安全性が確

認された製品から順次自粛要請の解除。といった対応を行っており、上下水道部といたしましても引

き続き情報収集及び使用材料の把握に努めてまいります。



② 安全性の確保が保証できないとされる恐れもあることから、香芝市水道局はどのような措置を行
われるか、その見解を示されたい。

【回答】

本件を受け、日本水道協会の報告の中でも各事業者が実施する水質検査において、水道水の安全性

は担保されている旨の通知がありましたカミ上下水道部では水質異常の確認のため、臨時の水質検査

を実施し水質異常が無い事を確認いたしました。

また、現時点で市内給水栓より採取している水について、定期水質検査で異常が確認されていない

現状を踏まえ、水質の状況に注視しつつ給水を継続しております。

なお、施工中の工事については、当該資材の安全性が確認されるまでの間、資材の使用を停止して

おりました力ヽ 日本水道協会で安全性についての立証力浙子わ礼 順次出荷自粛解除の公表がされてい

る事を踏まえ、使用塗料の衛生性に問題がないことが確認さねへ これまでどおり安全に使用できると

された水道管を用いる工事については、順次再開しております。

今後も引き続き、情報収集に努め、適切に対応を行ってまいります。

③ 市民の飲み水等に影響を与える恐れのある事件であることから、香芝市民への情報提供及びその

周矢口に関しては、速やかに行われるものであると思慮する力ヽ それに対する見解を示されたい。

【回答】

飲み水の影響については、定期の水質検査において市内の給水栓より採取した水について水質検

査を行っており、これまで異常の無い旨を確認しております。

また、1月 12日に日本水道協会より‐報を受け、事実内容の確認及び現状把握を行ったなか、上下

水道部では 1月 17日に香芝市上下水道部のホームページにて市民の皆様に情報提供させていただき

ました。

その後、新たな情報が入り次第、内容を更新させていただいております力ヽ 31き続き今後の動き

に注視して、新たな情報が入りましたら情報提供をさせていただきます。


